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Ｑ
　
令
和
６
年
度
予
算
全
体

の
中
で
、
按
田
町
政
が
最
も

重
点
と
す
る
政
策
予
算
に
つ

い
て
の
内
容
は
。

Ａ
　
按
田
町
長

　
令
和
６
年

度
に
お
い
て
も
町
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
を
基
本
に
、
環
境
に
配
慮

し
た
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
を
編
成

し
て
い
る
。
更
に
防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
少
し
ず

つ
効
果
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
だ
け
で
な
く
、

整
備
し
た
も
の
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
注
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

岩井 明 議員

Ｑ
　
政
府
は
昨
年
12
月
22
日

の
閣
議
で
、
被
保
険
者
証
の

新
規
発
行
を
令
和
６
年
12
月

２
日
に
停
止
し
、
廃
止
す
る

こ
と
を
定
め
た
政
令
を
決
定

し
た
が
、
国
民
の
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
が
８
カ
月
連

続
で
低
下
す
る
な
ど
、
国
民

の
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
し
た
く
な
い
と
い
う
意
思

を
示
す
中
で
、
本
年
の
12
月
２
日
に

現
行
の
紙
の
保
険
証
を
廃
止
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

Ａ
　
按
田
町
長

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
健
康
保
険
証
は
、

本
年
８
月
に
一
斉
更
新
し
、
有
効
期
限

を
翌
年
７
月
31
日
ま
で
と
す
る
健
康
保

険
証
を
発
行
す
る
た
め
、
期
限
ま
で
は

そ
の
ま
ま
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

　
本
年
12
月
２
日
以
降
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
は
、
職
権
で
「
資

格
確
認
書
（
有
効
期
限
１
年
）」
を
交

付
し
、
施
設
等
の
入
所
者
や
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
更
新
中
の
方
な
ど
、
マ

イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
な
方
に

つ
い
て
も
、
申
請
に
よ
り
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
、
健
康
保
険
証
と
同
様
に
医

療
機
関
へ
の
受
診
が
で
き
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
よ
り
、
医
療

機
関
が
服
薬
情
報
や
健
診
結
果
を
確
認

で
き
、
他
の
病
気
の
推
測
や
、
薬
の
飲

み
合
わ
せ
・
分
量
の
調
整
が
で
き
る
こ

と
で
、
医
療
費
削
減
に
繋
が
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
の

周
知
を
き
め
細
や
か

に
行
い
、
安
心
し
て

医
療
機
関
を
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

令和6年度
�予算について

マイナ保険証等
� について

条
例
の
一
部
改
正

▼
　
豊
頃
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
戸
籍

の
交
付
が
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
に
お

い
て
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
広

域
交
付
等
に
係
る
手
数
料
を
規
定
す
る

た
め
の
改
正
。

　
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

 

（
２
月
６
日
開
催
）

　
３
月
14
日
の
第
１
回
定
例
会
終
了
後
、

議
員
全
員
で
豊
頃
町
大
津
に
３
月
８
日

配
備
さ
れ
た
津
波
避
難
艇
を
視
察
し
、

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

津
波
避
難
艇
の
視
察

大津地区に配備された
津波避難艇を視察

〇将来にわたり持続可能な農業の実現を図る食料・農業・

　農村基本法改正等に関する意見書

　産業厚生常任委員会にて審議した上記の意見書案が、岩井明産

業厚生常任委員長から提案説明され、原案どおり可決し関係省庁・

機関に提出されました。

提案説明する岩井明委員長

意　見　書

産
業
厚
生
常
任

 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

産
業
厚
生
常
任
委
員
会 

（
岩
井
明
委
員
長
）
は
、
２
月
６
日
、
町
民
の
生
活
支
援
及
び
町
内
の
商
店
街
の
活
性
化
等
の
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分

及
び
事
務
処
理
費
用
等
の
全
額
を
町
が
補
助
し
商
工
会
が
発
行
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
の
発
行
状
況
等
に
つ
い
て
、
ま
た
５
月

か
ら
11
月
ま
で
国
道
38
号
線
沿
い
で
本
町
の
地
場
産
品
な
ど
を
販
売
し
、
豊
頃
町
の
魅
力
の
発
信
の
場
と
な
っ
て
い
る
「（
通
称
）
と
よ
こ
ろ

物
産
直
売
所
」
の
管
理
運
営
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

１　

調
査
の
経
過
と
結
果

⑴
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
の
発

行
状
況
に
つ
い
て

◯ 

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
の
発

行
実
績
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
ま
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

特
別
商
品
券
の
販
売
方
法
は
、
販
売
セ

ッ
ト
数
の
２
分
の
１
を
65
歳
以
上
の
方

に
予
約
販
売
し
、
残
り
は
一
般
の
方
に

商
工
会
、
農
協
、
大
津
支
所
の
窓
口
で

販
売
を
し
て
い
た
。
令
和
５
年
度
か
ら

は
65
歳
以
上
の
予
約
販
売
を
廃
止
し
、

全
て
の
町
民
が
一
律
に
商
工
会
、
農
協
、

大
津
支
所
の
各
窓
口
又
は
電
話
で
の
受

付
に
よ
る
完
全
予
約
制
で
の
販
売
と
し

た
。
併
せ
て
豊
頃
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
の
受
付
も
開
始
し
、
購
入
者
の
約
３

割
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
受
付
に
よ
り
商
品

券
を
購
入
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
の
販
売
実
績
に
つ

い
て
は
、
各
年
度
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

に
４
回
に
分
け
販
売
を
し
て
お
り
、
令

和
元
年
度
に
つ
い
て
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率

を
20
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
、
延
べ
２
，

１
４
０
人
が
１
万
５
千
セ
ッ
ト
、
額
面

で
１
億
８
千
万
円
分
購
入
し
使
用
率
は

99
・
61
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
。

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
景
気
浮
揚
対
策
の
為
、
第
１

弾
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
20
パ
ー
セ
ン

ト
、
第
２
弾
及
び
第
３
弾
の
プ
レ
ミ
ア

ム
率
を
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
４
弾
の
プ

レ
ミ
ア
ム
率
を
40
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て

販
売
し
、
延
べ
２
，６
４
０
人
が
１
万
８
，

７
０
０
セ
ッ
ト
、
額
面
で
２
億
４
，６

６
０
万
円
分
購
入
し
使
用
率
は
99
・
73

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
。
令
和
３

年
度
に
お
い
て
も
景
気
浮
揚
対
策
と
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
第
１
弾
は
25
パ
ー

セ
ン
ト
、
第
２
弾
か
ら
第
４
弾
ま
で
は

30
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
販
売
し
、
延
べ

２
，６
８
２
人
が
１
万
９
，４
０
０
セ
ッ

ト
、
額
面
で
２
億
５
，０
０
５
万
円
分

購
入
、
使
用
率
は
99
・
73
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
た
。
令
和
４
年
度
に
つ
い

て
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
20
パ
ー
セ
ン
ト

と
し
た
こ
と
か
ら
、
購
入
者
数
が
前
年

度
か
ら
減
少
し
延
べ
２
，４
９
０
人
が

１
万
９
，２
０
０
セ
ッ
ト
、
額
面
で
２

億
３
，０
４
０
万
円
分
購
入
し
使
用
率

は
99
・
75
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
。

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
第
１
弾
か

ら
第
３
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
20
パ
ー

セ
ン
ト
、
第
４
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

30
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
販
売
し
た
結
果
、

第
４
弾
の
購
入
者
が
増
加
、
全
体
で
延

べ
２
，５
８
５
人
が
１
万
９
，３
５
４
セ

ッ
ト
、
額
面
で
２
億
３
，８
５
６
万
円

分
の
購
入
が
あ
っ
た
。
な
お
調
査
時
点

に
お
い
て
は
第
４
弾
の
商
品
券
の
使
用

期
限
が
３
月
15
日
ま
で
の
た
め
使
用
実

績
は
出
て
い
な
い
。

◯ 

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
の
発

行
に
伴
う
経
済
効
果
に
つ
い
て

　
本
事
業
は
、
町
外
へ
の
買
い
物
客
の

流
失
を
抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
商
工
会

を
中
心
に
実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
第
３
弾
ま
で
の
商

品
券
の
換
金
実
績
が
10
億
６
，０
７
２
万

１
千
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

町
の
住
民
の
生
活
支
援
及
び
本
事
業
に

賛
同
す
る
商
工
業
者
の
事
業
継
続
の
一

助
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
の
経
済
効
果

へ
の
影
響
は
大
き
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

◯ 

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
の
発

行
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
発
行
事

業
の
う
ち
、
商
品
券
の
発
行
や
参
加
加

盟
店
の
取
り
ま
と
め
、
使
用
さ
れ
た
商

品
券
の
換
金
事
務
の
帯
広
信
金
豊
頃
支

店
へ
の
依
頼
、
本
事
業
実
施
に
伴
う
町

へ
の
補
助
申
請
な
ど
は
商
工
会
が
行
っ

て
い
る
。

◯ 

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品
券
発
行

等
に
伴
う
町
の
補
助
に
つ
い
て

　
本
事
業
に
か
か
る
町
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
商
品
券
の
販
売
価
格
に
上
乗
せ

さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
分
と
事
務
経
費
分

の
全
額
で
あ
る
。
令
和
元
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
の
補
助
金
の
実
績
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
分
が
１
億
８
，３
５
２
万
７
，

７
９
５
円
で
、
事
務
経
費
分
は
１
，６
９

２
万
１
，５
５
０
円
の
総
額
２
億
44
万
９
，

３
４
５
円
で
あ
っ
た
。
令
和
５
年
度
（
概

算
申
請
）
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
が
４
，５

４
５
万
８
千
円
で
、
事
務
経
費
分
は
７

５
６
万
４
千
円
の
総
額
５
，３
０
２
万

２
千
円
の
補
助
を
見
込
ん
で
い
た
。

プレミアム付商品券

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問
▽
第
１
回
臨
時
会

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


